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1．はじめに   

インターネットの普及に伴い，インターネット上の情報  

を有効かつ効率的に活用するための技術が必要となってき  

ている．そのような状況を踏まえ，我々は対話型ネットワ  

ークニュースを効率的に読むことを支援するツールとして，  

知的ニュースリーダHISHO田eb鮎1h肋ma血  

鮎l血nbyH血gOh駄ゆを開発している【1】．本シス  

テムはJA払言語を利用して構築され，平成9年度にプロ  

トタイプ版（アプレット版）が完成した．さらにそのシス  

テムをアプリケーション版として改善し，実運用システム  

の構築を行っている．   

本稿では，HISHOシステムの概要について説明し，ア  

プリケーション版において改善したエーザインタフエース  

及び実装について報告する．   

なお，本研究の一部は，情報処理振興事業協会「独創的  

情報技紆育成事業」の†環として行われている．  

2．HISHOシステムの概要   

本システムではネットワークニュースを複数の話者によ  

る対話テキストとしてとらえ，ユーザが興味を持った記事  

を検索のキーとし，その表層の表現などから話題の流れ，  

変化を復元，抽出する．さらに，類似している話題，関連  

している記事の検索を行う．   

HISHOシステムは大きく分けて2つの処理部を持つ  

（図1）．1？i享ユーザ甲計算機で動作し，単一ザに検索  

結果をグラフィカルなユーザインタフェースで提供するニ  

ュースリーダ部であり，もう1つばネットニュース記事に  

対する分析や統計的処理等，ユーザの要求に対する処理を  

行う言語処理機能やデータベース管理機能を持つサーノ囁β  

である．サーバ部には，これらの機能の他にニュースリー  

ダ部との通信機能やmサーバとの通信を担うm  

インターフェース機能も含まれている．   

蔀準避掛こは，（1）チエース記事のペッグー情報を利用  

し記事の大まかな関係を抽出するリファレンスツリー生成  

モジュールと，例記事から特徴語を抽出するターム抽出モ  

ジュール【孔（劉特徴語の統計的処理により話題の流れを把  

揺する話題転換点抽出モジュール間及び紬リファレンスツ  

リー間の類似性を抽出する類似話題検索モジュール閲が含  

まれている．  

ニュースリーダ部  サーバ部  

園1川SHOシステムの構成   

′3．アプリケーション版   

HISHOシステムのアプリケーション版では，ニュース  

リーダ部は図2に示すようなグラフィカルなユーザインタ  

フェースを提供する．アプレット版より大きく改善された  

部分は，．記事同士のつながり，つまり対話の流れ，話題の  

流れを視覚的に表示するリファレンスツリー構造表示ウイ  

ンドウであり，このシステムに特赦的な話題検索を担う部  

分でもある．   

このウインドウでは同一話題の範囲を表示するだけでな  

く，従来のニュースリーダでは追跡が牡しかった複数のニ  

ュースグループに分散されて投稿されているクロスポスト  

記事の検索も行い巨複数のニュースグループにまたがる話  

題の表示も可能とした．   

従来のシステムであれ硯ニュースグループ単位で記事  

を読むため，クロスポストにより他グループに移動した話  

題や，複数のニュ∵スグループに分散した話題は1つの話  

題として扱えなかった．本システムではユーザが選択して  

いないニュースグループにも関連した記事があることを示  

し，ニュースグループ間の移動もこのウインドウの利用に  

よって，シームレスにできる機能を実装した（図3）．   

さらに同じタイトルの記事をフォルダーにまとめて表示  

する機能や，より直感的にマウスの操作で記事を移動でき  
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るよう，リファレンスツリーのボタンによる冨田享の移動な  

ど，メニュー操作以外のシステム操作機能を追加した．  

4．まとめ   

ネットワークニュースを効率的に利用するための支援ツ  

ール知的ニュースリーダHISHOについて述べた．従来の  

ニュースリーダよりもニュースグループ間の移動がより簡  

単にできる機能を実現し，話邁の流れを効率的に追うこと  

ができるようにした．   

今後は，インタフェースの使用に関する心理実験やテス  

トセットを利用した客観的な評価を行う予定である．さら  

に，サー′噸uの機能についてもより詳細な実験を行い，精  

度の向上を図る予定である．   

加えて，リファレンスツリーの同一話題表示に際して，  

現在表示されている話題の概要が把返しやすくなるよう，  

話題にあった特徴語の表示【軋記事の分類表示阿などの機  

能も追加していく予定である．   
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図3クロスポスト  

対応画面  

い記事でつながりのある記事は／j卓な点で表示され，  

ニュースグンレープリストメニューにより他グンレープへ移  

動することで，分かれた話題を過押す‾ることができる．   

－152－  


